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情念の「しるし」あるいは症候学 ・

Les Chαrαctères des P，αssions de M.Cureau de La Chambre 

フランス17世紀の情念論の諸断面(2)*

黒 岡 浩

本論では、 Martin Cureau de La Chambre (1594-166 9 )  [以下、ラ・シャンプル
と記す]の大著Les Charactères des Pass仰1S (1640-1662) 1) [以下、Les Chamctères 

と略す ] について、 その表題に 含まれる語(( l es C haractères ))が意味すると ころを

探る ことにより この情念論のはらむ意図・問題意識を吟味し、 そ こから当時の情

念論が内包する問題系の ー断面 を明らかにしたい。

ラ ・ シャンブルは、 l e chancel ier Séguierとの出会 いを契機に 活躍の場をえて、

Richel ieuの 庇護のもと 、 I'Académie Fran çaiseの 初代会員、 l e Jardin du Roiの

“démon strateur de l 'in térieur des pl an tes )) [実際は、 解剖学教授と して ] に (と

も に1635年)、 そ の 後、 Louis XIV の 侍医 に (1650年)、 王の 寵愛の も と

l '  Ac adém ie des Sciencesの 初代会員に (1666年) なった、 後 世からは物活論者

vital isteと見なされる医学者である2 )。 その 他の主要著作には、 小品と してTr，ωté

de la connaissαnce des animαux (1647)ヘLe Svstème de Z'âme (1664) があり、 後に

*本論は、 拙論「フランス17世紀の 情念論の諸断而(1)一一序論的 考察 J. F.Senault， De I'lIsage 

des passionsを概観しながら一一J (大阪大学文学会誌『待兼山論叢』、 第29号、 文学篇、
pp.71-83) から始めた一連の 考察の 続編である 。

1 ) 本論での 引用 出典は、 Les Cltaractères des p，ω抑制， Amsterdam， Antoine Michel， 1658-1663， 
5vols (4tomes) を用 い、 引用参照は巻数(ローマ数字)・ 頁数(アラビア数字 )の みを記 す

(第1巻 の頁付けの ないAvis nécessaire au lccteurに ついては、 ANLと略記 し、 [ ] っきア
ラビア数字で該当筒所を表す)。 引用の 綴り字は現代表記 に 改めたが、 著書名の 表記に ついて
は先行研究の 慣例仁従し， << Charactèr白川に hを残 し、 この 語はその 綴り字の まま使用する 。

2 )彼の 経歴については、 手軽には下記 を参照のこと Enの'cloPédie philosophique universelle III : 
Les æuvres þhilosoPhiques Dictionnaire， PUF， 1992， tome 1 (Philosophie occidentale I1I" 
millénairc av. }.-C. 1889)， p.1070 Dic/io11lUlire du Grand Siècle (sous la dir. deドBluche)， 
Fayard， 1990， p.440. また、 académicienと しての彼への 賛辞と しては、 Condorcet， Eloge des 

membres de l'A cad拘lie royale des sciences ntorls a1'ω11 1700 (1773) [CEuvres de Cmldorcet， 
Stuttgart-Bad Cannstatt. 1968 (r悦d. dc \'édition Paris 1847-1849)， tomc 11， pp.1-4] .ラ・ シャン
プルを主題と するある いは主題と して章を割し、ている 研究論文に は次の 4つ がある :
R. Doranlo， 1-a médecÌlU! au XVIlr siècle . Martin Cureau de la Chambre， médl'cin et philosophe， Paris， 
1939 S.J. Anthony Levi， French Moralists the Theory of the Passiolts 1585-1649， Oxford 

University Press， 1964 W.Riese， La théorie des þassiol1s à la lumiè1'e de la þensée ntédicall' dll 

X\lU' siècle， Bâlc， S. Karger， 1965 A.Darmon， Les corþs im附tériels， Esþrils et images dans 
1・σUl庁e dl' Marlin Cureuu de la Chambre， Vrin， 1985. 

3 ) Tr，山té は 、 Les Chamctèrl'sのtome II (1645)で補遺と されたもの が、 1647年( ただ し、 これ
はタイトルページの H付で 、 Privil句EのH付はlc 4 mai 1648 、 したがって出版は1648年)に
独立して出版された。 この 小品でラ・ シャンプルはデカルトの 説に 反 して動物に も ある 極の
推i命能力がある こ と を認めて おり、 そ こ から19j らかなように彼はanticartésicnで ある(Cf・­
A.Adam， IIis/oirc de la Ul/éra/1tI'l' fmnçaise ilU X\lI/" sièc/c， éd. A.Miche\， 1997， tomc 11， 



見るよ うにLes Chω町tèresがその冒頭部 分と計画された未完の大著L '.41'1 de 

cOll11，αîtrc les hommes (en trois parties. 1659-1666)がある口

Lcs Cl1m沼ctèresは5巻本で、 各巻には次のようなテーマの章がある(下線は論

者により、 章番号の ある章は付き数字で、 章番号のない章は)付き数字で表

す)。

Volume 1: l .Ies passions en前néral. 2.l・amour， 3.la joie， 1. k且�， 5.le clésir. 6.l'espérance 

II : 1.Ia harcliesse， 2.la constance， 3.la colère， (annexe : la connaissance cles bêtcsl 

III : 1) la heine， 2) la haine des animaux， 3) la passion opposée au désir. 

IV : 1) la douleur Cla tristesse)， 2) la douleur corporelle. 

V : 1) 1es larmes， 2) la crainte， 3) le désespoir 

この章構成から窺えることに、 第一に、 当時多くの情念論で基本的に踏襲され

ているトマス=アクイナスの11の主要情念一一ラ ・ シャンブルの用語では「単純

情念」パes Passions Simples )) 0， ANL [8])と呼ばれる一ーの分類・秩序(順序)か

ら. かなりズレた分類が行われている4 I。 第二は、 通常情念とは見なされないも

のが情念と並列して章だでされている点でヘここで特に注目したいのは「笑しV

“le risぃ 「涙J (( les larmes )) 上記下線部分) が情念として論じられていること

である。 ラ・シャンブルは「笑I.t'Jについて次のように述べる。

Car je l1e co11，sidère pas lc Ris comme 1111 þur effet corporel mαis j �v COllψ陀nds

['émotion de Z'âme qui le cause， & en cette considératioll il þeut pαss('r pour ul1e 

pαssion particulihe & pour une esþèce de 1αJoie. Ne t'arrète pas pourtαl1t à ('e1a. i1 

pp.426-427 [Première édition， Domat， 1951-1952， tome JIl， pp.20-21])。

4 ) トマスは 、 主要概念として、 「欲求的」パ・onclIpiscib1eぬ情念6つ (r愛J / r憎しみ」、 「欲
求J / r忌避」、 「快(喜び)J / r背(悲しみ)J)、 「気概的」 “irascib1eゅ情念5つ(r希望J / 
「絶望」、 「恐れJ / r大胆」、 「怒りJ)の計11を挙げ(jは 対立あるいは 反対情念)、 それらに卜ー
記の111ft序どおりの秩序を認め、 その順序に従って各主要情念を論じる (Cf・， SU1Il1lla ThcoloJ!ia.'. 
Prima SeclInæ， QQ.22-48) 0 ラ・ シャンブルは 、 主要情念の枠紺み は それを踏襲するが(1，
^NL [8-9])、共通点をもっ理解しやすい情念があり、 対立情念ごとよりも 情念の 対象ごとの
方が完全に理解されるとの考え から、 仁記の構1成北のようにするU. ^NL [μ11]卜: “E臼1 1仰J泊α/'((口Yγ(' lJlI(， 
lルF内111'.陀's 11削ω削IH刷3η町11'川F門nl“S [ト=des passions吋5寸] 日yαω1η11 be伺日町ouþ dl' ω1削“仰!c別仰「刊11ω削α町e 1:'1山1η111ゆb/c sνI'ji戸0川 「ο11η1川îllη'(' l'ハ'111川11川tυ川1日1 

/'autre， & jonllelll ainsi dcs Jdées de ch叫ue þl1ssiOIl pllls仰rjaill's qlle si 011 les mNail al'er /l'lf/'S 
cOlllrairrs. TII verras dmlC ici les Passions qlli 01lt /(' bil'll知111' objel， s日voi1' I'sl 1・Amour， la Joic\1e 
Ris， 1e 0的ir & L'Espérance ，，)。 ラ・ シャンブルによるrJf. *'1!:lì青念」の分類・秩序は 、彼の情
念観を厳密に吟味する|二でZ主要な手がかりと思われる情念の“mO\1VCll1cnt >>の概念を均年IYJする
格好の主題であるが、 紙l面の都合上、 本論では 割愛し、 別の機会に論じたい。

ら)川の2) la hainc des animauxについては 注3 )でj主べたようにaniticarlt"刊刊のì�題の一端と
Lて理解すること もできょう。 また 、IVの6)la dou1cur corporeJleは1:.に述べる「笑�\J
「涙」の場合の延長として考えることができょう。 しかし、11の2.la constanceについては 、 通
常「徳、」とされるものであるO これが情念とされる点に関しては 、 情念・徳・;忠徳など後に
みるラ ・ シャンプルの“les Actions Morales ))の概念を把握する卜.で、重要な事柄であるが、 本

論で、は 害IJ愛し、日IJの機会に論じたいο
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est indifférent pour仰n desse仰， que c'en soit une， ou que ce n'en soit que l'effet " 

[…J (1， ANL [11- 12]) 

当時の情念論では、「笑い」は、 情念に伴う外的徴候として論じられる ことが

あっても、 情念と見 なされる ことはない。 さらに、 「笑い」とその原因となる「魂

の情動」とは直結しているわけでなく、 後者から 前者に至るには様々な要素の介

入がある6 )。 それをあえて「魂の情動」の観点から「喜び」の特殊情念と見 なす

だけでなく、 先の構成表から明らかなように基本的に「単純情念」ごとによる 章

構成の中で そのような特殊情念にわざわざ章を割いているのである (1涙」につい

てもほぼ同様に「苦(悲しみ)Jの特殊情念とされるo Cf・， V， pp.7- 12 .)。 しかも、

引用末にあるよ うに、 「笑い」が 情念であろうが その結果であろうが αmon

dessein妙には関係ないとの言明は、 情念を逸脱していようがあえて情念として扱

う ことを意味し、 (( l es P assi on s  )) そのもの以上に “l es Charactères ))という概念に

この作品のねらいがある ことを示している。 以下、 第1巻Avi s né cessai re au 

l ecteur、 Chapi tre1 : Quels so11，t les Charactères des Passions el1 généralを詳細に分析

し、 その 概念のはらむ問題を考える。

* * * 

C' est don c un e chose certai n e， que l e  corps s' altè re & se change quand l'â me 

s'é meut， & que cell e- ci n e  fai t  presque poin t d' acti on s  qu' ell e  n e  l ui en i mpri me 

l es marques， que l 'on peut appel er Charactères， pui squ'il s  en son t l es eff ets， & 

qu'il s  en porten t  l 'i mage & l a  fi gure. 0，  p.2 )  

“l es Charactères ))とは、 魂が作用する際に必ず身体に刻印する「印」の ことで

ある。 これについて話を進める前に、 幾つかの前提を確認してお こうO

第一に、 ラ・ シャンブルは、 スコラ的伝統の厳密さに囚われない ことを何度か

表明しながら (例えば、 I，ANL [12])、 魂 ・ 心身関係について その伝統をゆるや

か に継承し て い るO 人 間 の中には 「知的 欲 求」 パ 'appé ti t i n tell ectuel)) (= l a  

v ol on té)と「感覚的欲求」パ 'appé ti t sen si ti f )) (= l es passi on s)の2つの欲求とがあ

る ことを認め、 さらに、 前者については、 (( l es acti on s j ustes & inj ustes ))に関わ

るような(( l e  mouv emen t qui agi t ) )を持たなし\(( Acti on s ou Opé rati on s ))と、 善悪

に関わり(( l e  mouv emen t  qui agiいを持ち「感覚的欲求Jたる情念と似ているが

「身体の変調J(( J' al té rati on du corps ))を伴わない “P assi on sゆとに分けるÜ，ANL

[6 -7J)。

6 )当時、 笑いの身体的!京I}，]は牌臓に帰され、Rß.i十・l血液と幾つかの段階を介して生じていると
されていた(Cf.. ])cscart('s. Lcs Passiolls dc /'âme， introduction & notes par G.Hodis-Lcwis. Vrin. 
1991 (nouvclle éd. revul' clc J'ed. 1955). p.155. notl' 1)。
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しかし、 第二に、「知的欲求」も、「感覚的欲求」と同様に「欲求的」部分・

「気概的」部分に分けられ一一 これはスコラ的伝統の拡大解釈といえる一一、「知

的欲求」の叫Pas sions )) も「感覚的欲求」の「情念」と同様に扱われ (1 ，ANL 

[8 ] )、 知的な情念・情動に関する意識が希薄である口 これは、感覚が作用するこ

となく知性が作用する ことはないと考える彼の強い感覚優位主義的立場の反映で

あ る(1， p .2 (( l'e nte ndeme nt ne saura it ag ir s i  secr をteme nt que les se ns ne s'e n 

aper ço ive nt )))。

第三に、 デカルトが登場するまで魂および心身関係は常に暖昧であったが、 そ

れにもれずラ ・ シャンブルでは、 魂は必ずしも意識的かつ意志的能動主体ではな

い。 “ les act io ns ))の語用に注目すれば、 パesAct io ns Mora les ))という概念のもと

「情念」・「徳」という魂の受動・能動現象が並列されたり( この語は、 多くは、

「能動」ではなくrf乍用」の意で用いられる )、 また、 すぐに見 るように、 身体の

「随意運動」α le mouveme nt vo lo nta ire ))も場合によっては?にあるいは、 次の 引用

に見られるように、 そうでない「キ青気」パes espr its ))による一一魂に意図があるの

だが魂が必ずしも それには気づかない一一運動も、「魂Jを主語にして説明される。

Et sa ns que l' âme s'aper ço ive m ême de ce qu'e lle fa it ， e lle d ispose les part ies e n  

te lle ma nière ， que par le ma int ie n  & la co nte na nce qu'e lles pre nne nt ， o n  peut 

juger s i  ses act io ns so nt bo nnes ou mauva ises . (1 ， p .2) 

第四に、 この引用では、 無意識的運動 だけでなく、 一つに、 先の独立 引用に

あったのと同じく魂の動きが身体的変化・運動と直結し、 後者の運動が魂の作用

の 善悪の判断材料である ことが述べられている。 この直結に関して、 ラ・ シャン

プルは、 第1章冒頭で、 川lle [=la Nature] a e ncore vou lu impr imer sur so n f ro nt 

[=de l'Homme ] & da ns ses yeu x les lmages de ses pe nsées )) (1， p.1 ) と述べ、 魂の

中の「情念」 だけでなく「徳・悪徳」も その作用が、 魂が気づく以上に、 顔や身

体に十全に伝わることを強調している (1， pp .l-2) 0 だが、 一般には、 魂と身体の

聞にはしばしばズレあるいは誤謬が生じる ことが認められているではないか?

Les Charactèresでは、 この問題は、 身体の運動を「随意運動」と 「精気」によ

る運動に分け、 説明されているO「随意運動」については、 本来的には誤謬を犯さ

ないものであるが日)、 魂が自らの内で 引き起 こす運動の帰結として「ある種の必

7 )  Cf.， 1， p.l2 "elle [=\'âmc] fait encore mouvoir Ies partie s qui sont capab\cs du mouvement 
vo\ontaire 凶. Les Charactèresでの「随意運動」 は 、 引用のように 、 現代でいう 「随意筋」など
のように 意志的に動かせるものを指す場合も あるようだが、 そのような観点よりもむしろ、
良いものを求めたり悪いものを避けたりする身体的反応として捉えられているようで ある
(注8 )参照)。

8) Cf.. 1. p.13 : (( Mais i\ n'es t pas ainsi  du mouvcmcnt vo\ontaire : Car cn effct \es mains attirent 
& prcnnent cr qui est uti\e \c corps se porte vel・s cc qui e日t aimab\l' 1\日'('\oi日11('



然さにより」 誤謬が生じることがあるとされる9 )。 他方、

「精気」 とは、 魂が意図を抱くと ころで生じ(この点が彼がvital isteとされる

最たる点であるが )、 その意図を最初に認識し、 外面的に表出あるいは実行するた

めの流動性の高いものである問。「精気」 の運動の誤謬は、 すでに目的をもってい

るはずの「随意運動」 に「精気」 が関与した場合や、「精気」 が魂の意図を実行す

る際に魂の提示した対象が実在しない場合などに、 魂の意図を実現するよりも魂

の早急さや 無分別さを示すものとして生じる11)。 したがって、 魂の意図を最初に

認識する「精気Jそのものには欠陥はなく、 魂の意図は身体的変化 ・ 運動にその

まま直結的に反映される ことになるo Les Charactèresでは、 以上のような魂概念、

心身関係に基づいて議論が展開されている。

“l es Charactères ))に戻ろうo 魂の作用の

それが魂で生じるか身体で生じるかによって、

Charactères C orporel s ))との2種に区別される (1，p .3 )。 身体への印を このように

分類する ことは デカルト以降の魂 ・ 身体の近代的概念に慣れている者には奇妙に

思えるが、 怒れる人の例示的説明を参照しながら、 両者がどのようなものかを見

てみようo けes Moraux悼とは、 罵倒 ・ 叫ぴ ・ 性急さ ・ 行動に現れる荒々しさなど

( これらをラ ・ シャンブルは(( l es Action s  Moral eれと呼ぶ)、 情動「怒り」 に続い

て魂が「明断かっ判明な認識をもって」 引き起こし、「感覚的欲求」 の内部的変調

を顕にする外面的行為であり、 情念を感じる魂が望む 主要目的に役立つ一連の

αaction s  ))の ことである山。 他方、 けes Corpore l s  )) とは、 赤面 ・ 瞬き ・ 眉間の

敏 ・ 恐ろしい目つきなど、 魂が「純粋な本能で、」 用いることもあれば、 魂の意図

なしに必然的に生じる こともある「身体の変化 ・ 変調」 であり川、 (( l '  Air ))の概念
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シャンブルにとっフ -

て

であるαl es Charactères ))は、

“l es Charactères Morauxりと(( l es 

「印」

véritab1ement de ce qui est mauvais ; il fuit ou chasse ce qui l'incommode. )) 

9 )  Cf.， 1， p.1 1 :“C'est par une certa引ine
V引1ennen】t en suit匂e des mouve引me引ntおs que l'冶âme excite au dedans. )) 

10) Cf.， 1， p.11 :“01' 1es Esprits sont sans difficu1té 1es premiers dont el1e [= I'âme] scrt， à cause 
qu'ils sont les plus mobi les， & qu・ils prennent leur naissance au lieu mêmc où elle se forme ses 
dessins de sorte qu'il ne faut pas s'étonner s'ils sont les premiers à les exécuter， puisqu'ils 
semb1ent être les premiers qui en ont connaissance. / L'âme porte donc 1es esprits au dehors， & 
les répand sur 1es parties extérieu res， […] >>. な お、「流動性の高いもの」と暖昧に記したのは、
物質的matérie1で あるとはされていないからで あるO この点も含め、 ラ・ シャンプルの作品
における「精気」についてはDarmon が前掲書で詳しく論じている。 本論では、「精気」につ
いてはその前掲書ではあまり明示されない誤謬に関する点などを論じるに留める。

11) Cf.， 1， pp.ll-12 :“ce mouvement [= 1e mouvemcnt volo川aire] des Esprits est souvent un 
secours bier】inutile à \'àme， & qui sert p1us à marquer sa précipitation & son aveuglement， qu・a
obtenir ce q山lIe s'est proposé. […] Et q凹1 effort peuve川ーils [= les esprits] faire pour 
repousser un mal qui n'est le plus souvent que dans 1・opinion， qui quelquefois n'est plus， ou qui 
même n'est pas encore fait? >>. 

12)最終的には次のように定義される:“ceux [= les mouvements] que l'âme emploic par une 
connaissance c1aire & distincte pour obtenir 1a fin qu・el1e prétend en chaque Passion， sont 1es 
Charactères Moraux>> 0， p.l4) . 

13) Cf.， p.14・“ceux [= les mouvemcnts] do川 elle [=l'âmc] se sert par un pur instinct， ou qui 
日urviennent日ans qu'clle ait intcntion de les faire， sont les Charactères Corporels Car ces 
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(I， p .2) とされているo Les Charactèresは、 このような計画の第一手支なのであるO

大 * 大

ラ ・ シャンブルの大計画で情念が第一部とされるのは、 “l'essen ce des Action s 

humain es con sisite dans l 'émotion in térieure que l 'objet forme dan s  l ' appétitぬ( 1.

p.3) と考えられているからであるO この考えは当時の殆どすべての情念論の共通

的基本認識であると言えるD また、 道徳哲学と医学一一魂と身体一ーとの両面か

ら情念を捉える試みl引も珍しくない。 しかし、 Les Chαractèresには、 他の情念論で

はしばしば核となるはずの情念統御に関する 章がなく、 それへの言及が明らかに

少ない。 このことは、 上の考察からの明らかな帰結であり、 Les Charactèresが当

時の多くの情念論とは情念を取り上げる姿勢の点で異なることを示しているよう

に思われる。 情念は魂あるいは心の内部の事態であり、 それに伴う身体的変調も

身体内部の事態であり、 つまり情念に纏わる事態は己の内なる問題であるO 情念

統御に関する言及は、 たとえキリスト教やストア派の影響を受けた何らかの外的

規律があるにしても、 自己の内的な事態を自己がいかに規律するかという議論で

あり、 情念を被る主体の立場から情念を取り上げる考察と言えるo Les C haractères 

で一一ラ・ シャンブルは情念の善用・悪用により幸福・ 不幸がきまることを主張

しているが19)ーーそのような考察が少ないのは、 人間全般を外面的に認識する術

の第一部として、 情念そしてそれを被る人聞を「しるし」の観点から客体として

捉える姿勢が強く貫かれているからである加。

このような姿勢は、 先に引き合いに出したデカルトの一ーたとえ情念を被る人

間を観察し分析する箇所が『情念論』にあるとしても一一非常に独我論的な姿勢

とは対極をなすものと言え、 当時の人間理解の仕方の一つのあり様を示すと同時

に、 人相学や徴候学など18世紀以降盛んになる外面からの人間理解研究の、 一つ

の源流として歴史的に注目する価値があるように思われる。 そして、 これら2つ

の姿勢一一内からか外からかーーは、 人間理解に常につきまとう問題でもあり、

両者を共時的に含む時代思想の考察にとっても興味深い観点となる。

(大阪大学文学部助手)

(本稿は、 平成10年度文部省科学研究費奨励研究(A)による研究成果の一部を成

すものである。)

18) Cf.. 1. ANL [14] :αce [=Ics pas臼s川
faut q叩u陀e la Mé吃寸dc凹cinιE、 & la Philosophie Moralr se secourc、nt I'llne 1 三llltrc pOllr en parlc、r bien 
exactcment )人

19) Cf・. 1. ANし[15] :“dont Ic bon ou le mauvais llsa附[des pa ssions] fait to川le bo山cur ou Ic 
malheur dc la vic >>. 

20) このように外而的な「しるし」から人間を捉え る発想は、 Gassandiなどの当時のIIW物論若に
も顕:若 で ある。 しかし、ラ・ シャン プルは、 その「精気」観から もIYJらかなように、 必ずし
も唯物論者 で はな く 、彼 と当時の唯物論者との関係は、 重要なテーマ で あるが、日IJの機会に

論ず る こ とにするの




